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青年期における自己発見支援システムの開発 と評価
香 川 順 子
【要 旨】
情報社会、生涯学習社会、国際社会といった新しい社会の到来により、多様な生き方が模索 され、以前より増 し
てしっか りとした自己を持つことが必要とされる時代 となった。このような時代の中で、自分を見直 し、自ら自分
を育てていくために自己について学び、自己を確立することはますます重要になって くる。しかしその変化に対応
した教育システムはいまだ十分に整備されているとは言えない。特に社会へ旅立つ前の準備期間である大学におい
て、このような学びの支援が必要である。
そこで本研究では、急激に変化する新 しい社会の要請に応える意味で、自己実現への道のりを支援することを主
盟 におき、青年期の若者である大学生のための自己発見に関する研究を進めてい くことにした。自己の確立時期で
ある青年期に、自己に関する学びを行うことで、自己を適確にとらえ、より充実 した人生を送るための支援をする
ことを本研究の目的とする。その方法として、学習者がお互いに交流しながら自己について学ぶ機会をつくると共
に、Webもあわせて用いる自己莞見支援システムの開発と評価を行う。
1.問 題 と目的
1.1大 学 に求 め られ る支援
2000年、文部科学省(旧 文部省)の 大学審議会は 「グローバル化時代 に求められる高等教育について」
の答申において5つ の重視すべ き視点 を打 ち出 した。その中のひ とつである 「グローバル化 において高等
教育が目指すべ き改革の方向」 の項 目で、「高い倫理観 と責任感 を持 って判断 し行動で きる能力の育成」
について指摘 され、「深 く広い生命観や人生観の形成、自らの行為及 びその結果に対する深い倫理的判断
と高い責任感を持って行動する成熟度」 を持つ人材が必要であると述べ られている。
国際競争力が求められる社会において、今 まで以上に自分 をしっか り保ちなが ら生 き生 きと生 きていく
ことは、 日本社会の中で、あるいは世界の中で活躍す るための根底 とな り、「グローバ ル化時代 を担 う人
材の質」を維持する基盤にもなる。 しか し現代社会では、以前 と比べて生 き生 きと生 きてい くことが難 し
くなって きてお り、健全な心を取 り戻せ な くなって、精神的に病 む者が増加 している。それは日本だけで
な く世界的に見て も増加傾向にある。現状 を見 るに経済が発展 し人々が裕福 になってい くほ ど、精神的 に
病む者が増加 してい くのは避 けられないように見 える。
このような精神的に不安定になりやすい時代背景の もとで、若者が 自己を確立す ることは以前 よりも増
七 て大 きな課題 となっている。筆者 は本研究の実践の中で青年期 の若者と付 き合い、自分 とどのように向
き合ってい くかを大 きな課題 とする者が意外 に多 くいることを実感 した。そ して少 しの手助けをするだけ
で、その者たちが大 きな感動 を覚えることも実感 した。多 くの若者が自己確立の援助を必要・としているの
ではないかと痛感 したのである。私 自身も、過去 にそのような支援があれば もっとうま く過 ごす ごとがで
きたのではないか と思 うことがた くさんある。「グローバル化時代 を担 う人材」 を育てる場 である大学 に
おいて、より充実 した大学生活 を送れる よう、 また生 きてい く上で健全 な心 を持 ち続けることがで きるよ
う、若者の 自己確立の支援 をすることは21世紀 の重要な課題である。
ところで、この ような要請を受 けて、近年 わが国では高等教育 における導入教育(一 年次教育)が 注 目
され、様 々な取 り組みが始まろうとしている。導入教育とは、大学へ 入学 して きたばか りの学生 に対 して、
これか らの大学生活の準備を行 うための教育 を行 うことである。大学 では自分に必要な授業 を自ら選択 し、
授業以外 の自由な時間を調節 し、社会へ旅立つための準備を しなければならない。 この貴重 な時間をどう
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過 ごすかは、卒業後の進路に大 きく影響する。貴重な大学生活 を無駄 にしてしまう学生を減 らす意味でも、
有意義な導入教育の開発が必要である。
また導入教育は学生の学力低下の問題 にも関係 している。学力低下が問題 となったアメリカでは、それ
を解決するための導入教育が比較的早期か ら行われて きた(山 田200D。日本において も大学生の学力低
下が問題とな り、頭 を悩 ます教育関係者 は多い。学力低下の問題 を解決へ導 く意味でも、導入教育が重視
され始めているのである。
アメリカの大学生 と比較 して勉強 しないと言われている日本の大学生 にとって、 より充 実 した導入教育
を行 うことは急務である。無 目的に大学生活 を送 り卒業 した者は、急激 に国際化 している社会の中でしっ
か りと生きていけるのか甚だ疑問である。そ して外国人と共同で仕事をするといった共同作業の機会がま
すます増 えてい く中で、勉強 を怠 って きた 日本の学生たちは他 国の優秀な人材 と直面 し自分のおろかさに
気づか されることになるだろう。その ような人材 をつ くらない よう、導入教育によって学習意欲を高め、
充実 した大学生活 を送れるように促す ことが これからます ます必要 になって くるであろう。
大学生活を無駄 に過ごした者が、社会 に出て苦労することは目に見 えている。就職難が続 く今 日、その
現実は これから杜会に出ようとす る多 くの学生に影をお とす ことだろう。 しか し具体的に何 をすればよい
のか、 どの ように社会へ出る準備 をすればよいのかについて学習 し、そのすべを身につける ことは自力で
はなかなか難 しい。入学 したばか りの学生にとっては特 にそうである。高学歴社会の到来 によって大学が
ユニバーサル化 されていることか らも、多 くの学生が必要 とする支援方略 を考えていかなければならない。
1.2目 的 と方 法
以上の社会的背景か ら、急激に変化す る新 しい社会の要請 に応 える意味で、自己実現への道の りを支援
することを主眼におき、青年期の若者である大学生のための自己発見に関する研究を進めてい くことに し
た。自己の確立時期である青年期 に、新 しい社会の中で生 き生 きと生活 してい くために、自己に関する学
びを行 うことで、自己を適確 にとらえ、 より充実 した人隼を送るための支援 をすることを目的とする。そ
の方法 として、学習者がお互いに交流 しなが ら自己について学ぶ機会 をつ くると共 に、Webもあわせて用
いる自己発見支援 システムの開発 と評価 を行 うことにした。
2.これから求められる学びとは
2.1自 己に関す る学 びの必要性
先 にも述べ たように、急激 に変化する新 しい社会の中で、私たちがよりよ く生 きてい くために自己につ
いて知ることは一層重要な課題 となっている。言いかえれば、自己を適確 に把握すること、複雑.な社会に
対応 した正 しい判断力や新 しい もの を創造する力 など、多様な能力を開発することが今まで以上に要求さ
れている。 まさに、教育の現場で盛んに言われている 「生 きる力」について考え、どの ように して生 きて
い くか を主体的に探ることが重要になって きているのである。 また 「生 きる力」は子 どもだけではなく、
大人にとっても重要なことである。全ての世代 において 自己実現 をはかることが、これか らの社会で より
一層求められ、自らが社会の中で どのように生 きてい くのか、な りたい 自分になるためには どうすればよ
いのかを、子 ども、大入に限 らず考 えてい くことが大切 になって くる。
また工業社会においては、「豊か さ」 は収入の額で表 され、経済発展のための利潤追求が社会原理 とし
て機能 していたが、現在 このことに疑問が投 げかけ られている。「本当の豊かさ」 とは何かが問題提起 さ
れるようにな り、経済活動と直接関わ りのなV}ボランテ ィア活動などが重要視 されるようになり、多様 な
生 き方が模索 されるようになった。従来の子 どもや青年の多 くは生 き方のモデル となる大人が存在 してい
たが、これからは生 き方の多様化 によりモデル化が難 しく、 自分 自身が どう生 きてい くか を模索 していか
なければならない時代 になって きている と言える。
さらにマズローの欲求階層理論 によれば、「基本的欲求」が満た されると 「自己実現 の欲求」が表れて
くると考 えられている(マ ズロー訳書1964)。「基本的欲求」が満たされやすい現代 においては、多 くの人
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がマズローの 「自己実現の欲求」 を持っていると考 えられる。この 「自己実現の欲求」 は、「基本的欲求」
が満たされないことで表れる 「欠損欲求」 に対 し 「成長欲求」 と言 われ、それには本当の 自分 を実現 した
いとい う自己実現の欲求や、真なる世界に近づ きたい という自己超越の欲求が含 まれ る(マ ズ ロー訳書
1964、161頁、137頁)。自己実現の欲求は成長の最終 目標 と考えられが ちであるが、それは何 よりもまず
成長の力動的過程 であ り(マ ズロー訳書1964、45頁)、こう した過程 として とらえられる限 り、 自己認識
や自己理解は自己実現へ向かう重要な道 となる。(FrankG.Goble訳書1972、98-99頁)
以上 に述べたように、これからの時代 は正 しく自己 を認知 し、 よりよい生 き方を模索するスキルが求め
られる。特 に自己確立の時期 である大学生 をよ りよい 自己実現へ導 くために、支援 システムを開発整備 し
ていかなくてはならない。 またこの ような社会の変化 にともない、社会や個 人のニーズが多様 に変化 し、
それに対応 した教育 システムを構築することも必要である。
2.2新 しい学 びの 手法
現在の学校 システムは工業社会の発達 に伴 い発展 してきたため、知識社会では十分に機能 しな くな りつ
つある。例えば高度情報社会に対応するために、教 えられたことを知識 として頭 に詰 め込 むだけではな く、
実践の場 において知識を柔軟 に活用で きる能力 も必要である。 この実践的な教育 のあ り方を裏付 ける教育
埋論 として、J.レイブとEウ ェンガーが提唱 した正統的周辺参加(LegitimatePedpheralPa就icipation:LPP)
理論がある。 これは学習 というもの を共同体(Community)における正統的かつ周辺的な参加 ととらえ、
個人の頭の中にではなく、実 践共同体への参加 という過程の中に位置付け、学習が人々の生活す る社会の
中 に埋め込 まれている営み だということを理論化 したものである。ここでの正統的 とは、佐伯 によれば
「何かあるコ ミュニテ ィの中で人がのびのびと、だれかれへの気兼ねな く活躍で きる状態」(佐伯1996、
16-1ツ頁)で あると述べている。つ まり高度情報社会では、マニュアルに従い、丸暗記する学びではな く、
学生 自身が その場の状況に応 じて自主的に学 ぶ という 「状況 に埋 め込 まれた学習」(SituatedLearρing)
(」.Lave/EWenger訳書1993、1-20頁、71-llO頁)が求められるのである。
また新 しい時代 における学 びについては、久保 田の意見を要約する と、学生たちがマルチ メディアを利
用 し、協力 して ものを作 り上 げることで、学生同士の教えあい、学びあいの関係 を持 ち学習 してい くと共
に、その活動を通 して 「学びの共同体」(佐伯1996)を作ってい くことが必要である.と指摘 している(久
保田2000)。つま り 「学び」の基本 は、共同体への参加 と、人と人とのコ ミュニケーシ ョンにあ り、学生
たちが自ら参加す る 「学び」 をどう作 り上げるかが重要なのである。
この ような学びの場 において、教員 は知識 を教授(instruct)するインス トラクターではな く、学生が交流
するための 「場」 をつ くり、学生 自身の 自主的な活動 を支援(facilitate)するための ファシリテータとなる。
そ して学生は 「自分で考え られる」、自ら 「学 び方を学ぶ」 ことので きる学び手でなければならない。つ
まり 「参加」することを通 して、学生 たちが集ま り、相互に教えあい、学 びあう環境 を生み出す 「マルチ
メディア時代の新 しい学び」が求められている。(久保田2000、8-ll頁)
以上にあげた ような相互に学びあ う環境 については、ヴ ィゴツキーの理論 を援用す ることがで きる。ヴ
ィゴツキー(vygotsky,1978)は学習のプロセスにおいて、社会的なや り取 りの大切 さを説いた。彼 はあ.る社
会 ・文化の有する知識が、その社会のより成熟 した成員を通 して、よ り若い成員へ と受け渡 されてい く過
程 をZPD(ZoneofProcimalDevelopment)と呼 び、グループ内の仲間 との相互作用によって、知的関心が高
まり、より深い理解をうながす とい う、社会的関係 のなかでの学びの重要性 を述べている。つまり関心 を
共有 し、考え方の異なる他者 とのや りとりが理解 を深め、学習を促すのである。 これか らの 「学び」にお
いてはこうした視点が重要であ り、本研 究において自己に関する学びのシステムを考案する際にもこうし
た視点 を十分考慮 した。
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3.青年期における若者の課題と特徴
3.1青 年期 の課 題
発達心理学辞典(1995)によれば、青年期 とは依存が公認 されている児童期 と独立が求められる成 人期の
澗 にあ り、「依存」 と 「独立」 という2つの世界 をさまよいなが ら、個 としての人生を歩み出した自己が新
たに社会の構成員 としての位置 を獲得するための準備期間であ り、特に青年期後期は自我同一性(identity)
が確立 される時期 と言われている。エ リクソン(Erikson,E)は青年期 を子 どもか ら大人になるために与
えられた猶予期間(モ ラ トリアム)と 呼んでいる。それは子 どもたちが、親、教師、友人、小説の主人公
など、自ら出会 う人たちへの同一化によって自分の人格形成の中にいろいろなもの を取 り入れてゆ く過程
で、 もう一度整理 しなお して真の自分 をつ くりあげること(自 我同一性の確立)が 必要 とな り、そのため
にあたえられた猶予期間が青年期にあたるという意味であ る。(岡本他1995、398-399頁)つまり他者 との
関わりを通 して自己を確立 してい くことが必要である。
また根本(1999)は「人の心には波があ り、青年時代がいちばんつ らい時期です。(中略)自 我の成熟
によってそれが乗 り越 えられ、意識が外界 に向かうにつれ、「自分 について」苦 しむことが少 なくなって
いきます」(根本1999、131頁)と述べている。特 に今の若者は 自分を見失う者が少な くない。この ような
若者 をつ くりだす社会では、 自己 を見つめることの重要性 を若者に知 らせることが まず必要である。
本 システムは、他者との交流を重視 し、交流による学びの場を提供すると共に、 自分について正 しく理
解 し、マイナス となる行動様式や考え方 を改善 し、なるべ く不必要なス トレスを無 くしてい くことに重点
をおいた。これにより、上述 したような青年期 とい う苦 しい時期 において、必要以上に苦 しむ ことのない
よう自己発見 を支援で きるのではないか と考 える。そ してあ りのままの 自分 を受 け入れ生 きてい くことに
よって、 よりよい自己実現へ と導 くことができればと考 えている。特に青年期後期では、社会へ と旅立つ
準備の段階であ り、 この時期に自分を正 しく認識することは とて も重要である。
また 「最近の高学歴化 は青年期を延長 してお り、場合 によっては30歳くらいまでが青年期 になる」(梶
田2002、35頁)ことか らも、長期化 した自己確立への支援 が重要である。社会へ出た時 に苦 しい時期がや
ってきても、健康 な心をうま く取 り戻す術 を学んでいれば、何 らかの解決策を自分で見つけることがで き
るはずである。健全な心を維持することで、私たちは よりよく生 きることがで きるのである。本研究では、
このような理由からも青年期の自己発見の学習に焦点 を当ててい くことにした。
3.2・ 日本の若 者の特徴
近年フリーター志向が広が り、職業的 アパシーの進行か らもうかがえるように、若者世代の考え方が変
化 して きている。そ して偏差値教育 による自分の能力に対する誤った認識、自分が何を勉強 したいのかを
考えず、無 目的に進学す ることか ら生 じる ドロップアウ トの問題、「分かっていない ことが 自分で判断で
きない大学生」(大野他2001、52-62頁)といった学生の学力低下の問題など、解決すべ き問題は様々であ
る。 その中で特に注 目したいのは、「何かを分か りたいために勉強す るのではな く、ただ大学へ合格す る
ことが目的だけの高校生活を送 って しまっている」(大野他2001、52-62頁)という過去を持つ学生が多 く
いることや、「偏差値」 という 「単なる目安 として しか使 えない ものが絶対視 され、極端 な場合、その人
の価値まで規定するといったおか しな世界」(大野他2001、52-62頁)がいまだに存在 している とい う現実
である。1993年2月、文部省(現 文部科学省)の 通知以降、偏差値に依 らない進路指導の改善 ・充実(仙
崎2000、9頁)がなされ肉にもかかわらず、偏差値 はまだまだ誤った認識 を子 どもたちに与 えてい るので
ある。こうした現状 を変 えてい くため、社会的に様々な対 策が とられるであろうが、無 目的に大学へ進学
してきた学生、あるいは偏差値に しば られ、落 ちこぼれ意識か ら自信を失っている学生 に対 し、大学にお
いて何 ら均・の対応が必要であることは明らかである。大学において自分 を見直 し、 自己実現 に向けて支援
するシステムを考えようとした背景 には、この ような学生にどう対応 してい くか とい う視点があったこと
は言 うまで もないQ
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4.従 来の自己に関する学び
公式文書以外の資料を含めると1965年頃から自己実現の教育が重視 されるようにな り、この頃の学校の
教育内容 に欠落 している 「調和的 ・全人的であること」、「生 きる力を育てなければならないこと」が指摘
され始めている。(伊東1980、63-77頁)
従来から自己理解のためのカウンセ リング、社会的自己実現のための進路指導、そ して先ほどあげた生
徒指導において自己実現の教育がなされ、今やっと 「生 きる力を育む教育」 ということが言われるように
なって きた。 しか し、 まだ十分に対応 しきれておらず、教育の現場において課題 は多 く残 っているようで
ある。
また、教育現場で よく利用 される進路指導支援 ツールは、様 々な客観データを出 して くれるため、客観
分析 として 自己実現へ の重要な資料 となる。 このようなツールは、進路決定 とい う視点から見れば、 より
深い自己理解 を助 け、学生自身をよりよく変えることができる支援 ッールと言える し、十分なデータがそ
ろい申し分のないシステムである。 しか し、 この自己発見 についての支援 システムは進路指導が中心であ
る限 り、自己実現動機の高い学生 には有効で も、 自分 を見失っているような学生はそれに対 し見向きもし
ないおそれがある。また、たいていそれは第三者 によるもので、 コス トも要する。これからはむ しろ、自
分で自分を見直 し、 自分 を育ててい くための支援 プログラムが必要である。 さらに、進路支援 ツールは、
自分 らしくのびのびと生活するための支援 とい う面から言 えば十分であるとは言い切れない。生涯を通 し
て本当に自己を理解 し、生 き生 きと生活することの支援に関 して、よ り充実 したサポー トが必要なのでは
ないだろうか。
同じく進路指導 においては、進学適性検査が用いられている。従来、大学入試の準備 として使 われてき
た進学適性検査 と大学学力検査 を比較すると、社会的 に活躍できる人材の選抜手段 としては、後者の方が
適 当であるとい う結果が出ている。つま り、「大学学力試験のほうが、進学適性検査 よりも社会的成功 を
よく予測すること」(坂元1999、55頁)がで きるのである。 このことから、従来の進学適性検査 は十分に
機能 してお らず、十分な支援策 とは言えない。
5。薗己発見支援システムの開発
5.1シ ステムの内容
ここでは本システムの内容、すなわち学びのプログラム として組み立てる 「プログラム ・「デザ イン」に
ついて述べてい く。本システムはワークシ ョップで の実施を考慮 し、 プログラムの作成 を進めた。中野
(200Dによれば、ワー クシ ヨップの 「企画 ・主催者は、参加者 それぞれの学びを促 進 し深めるために も、
ワークショップ全体が限られた時間内にスムーズに流れるように、起承転結の流 れがあるプログラム構成
をデザ イン」することが望 ましい と述べている。そ こで、 ここでは起承転結の4段階を重視 し、その段 階
を 「気づ き」「考 える」 「行動す る」「ふ り
か える」 と した(図1参 照)。 この4つ の
段階を くりかえ し用いることで、自分 を正
しく知 り、 よりよ く生 きてい くための一つ
の指標 を提 供す る こ とをね らい と してい
る。各段階では、現時点での 自己の状態 を
見ることがで きるよう構成 されている。各
段 階のね らいについては表1の とお りであ
る。次 に各段階 における具体的な内容につ
いて、順 を追 って説明 してい く。
ふり返る
馳
気づき
A㎜ ㎜
行動する
纐
.・考える
画
図1シ ステムの流れ
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鯖 ねらい
1.気 づ き 自己を正しく把握するために自己認識を行い,自分に気づく
2.考 える さらに自分をよく知り理解するために,無意識の歪んだ思考に気づ
き,自分について深く考える
3.行動する 新しい自分へと変容するために行動をとることで学ぶ
4.ふ りかえる 今までの自分をふ りかえり,より深く自分を知るために反省 し直す
衰1各 段階におけるねらい
(1)「 気 づき」(自分への気づきをうながす)
「気づ き」の段階では、エゴグラム1)、OKグラム2)を通 して、参加者に現時点での 自分の状態についてで
きるだけ正確な自己認知を行 うことで、自分に気づいてもらうことをねらいとした段階である。エゴグラ
ムでは、 自分の性格特性を分析 し、OKグ ラムでは、自分の心の構 えを知 り、健全な心の構 えをとるよう
に促す。
(2)「 考 える」(自分の さらなる理解)
「考 える」の段階では、論理療法3)におけるイラショナル ・ビリーフや交流分析の禁止令 を紹介する。こ
こでは、イラシ ョナル ・ビリーフに関連する歪 んだ思考の具体例をあげ、その どこがおか しいか考える簡
単 なエクササイズを作成 した。それを通 して、 自分の人生 を拘束 し、ス トレスや トラブルをわが身に招 く
ような歪んだ思考や禁止令が自分の内にないかを知 ってもらうことが目的である。 これにより、 自分が無
意識のうちに見逃 している自分の影の部分に気づ き、自己変容への きっかけを促す。
(3)「 行 動す る」(性格的 にバ ランスのとれ た新 しい自己への試み)
「行動する」の段階では、次のステ ップに従 って参加者が自己発見を行 ってい く。これらのステ ップに
よ り、新 しい自分へ変容するための行動や、性格的にバランスの とれた新 しい 自己への試みを促す。
Step」
自分の短所 を他者に長所に書 き換えて もらうことによって、短所が長所 にもな りうることを気づ
かせ、積極的 ・肯定的な生 き方への変化の可能性 を学ぶ。・(松原1999、144-145頁)
Step.2
自分の 自我状態の改善 を試み、自分の低い 自我状態 を向上 させることによって、よりス トレスの
少ない 自分へ と変わる実践を行 う。(杉田1986、105頁;110-120頁)
Step.3
交流分析のス トローク4>の重:要性 どその法則を知 り、それを日頃の交流に生か してみる。
Step.4
うまい 自己主張の しかたについて具体的場 面に即 して考え、練習する。同時に自己主張のための
社会的スキルの必要性 を意識 させる。(ロバー ト訳書1994、76-83頁)
青年期における自己発見支援システムの開発と評価 89
(4)「 ふ りかえる」(それぞれの活動 をふ りか える)
「ふ りかえる」 の段 階では、今までの活動のふ りかえ り作業 をする。ふ りかえ りシー トの記入 をす るこ
とで自己への理解 を一層深め、 自他肯定的な受容 を促す。そ して今後 どうすればよいか、自分の課題 を意
識 させる。
以上に述べた4つの流れが くり返 され学ぶ ことで、アイデ ンテ ィティを見いだ して行 くための支援 とな
るだろ う。 さて、支援 の方法と して、ワークシ ョソプとWebシステムを利用するわけであるが、その位置
づけを示すため、次に本システムの全体構成について説明する。
5.2シ ステ ムの全体構 成
本 システムは図2の ように 「Webシステム」 と 「共 に学ぶ場(ワ ークシ ョノブ)」をあわせた ものであ
る。現場での支援 はコーデ ィネータ(教 師)が 個人的な面接、相談、ア ドバイスを対面で行 う。「Webシ
ステム」 については、前に説明 したプログラムをWebに載せ たもので、Webの特徴 を生か し学習 しやすい
環境 をつ くるため に作成 した ものである。「Webシステム」 と教育現場 の共通項 として、実際に学習者同
士 とコーデ ィネー タが交流する 「共に学ぶ場」 を提供 し、そこであわせて用いるWebシステムを考 えてい
る。 このシステムを通 して、学習者、コーディネータ(教 師)が 相互 に関係 しあいコ ミュニケーションを
はか りなが ら自己について学 んでい くものである。 ここでは、学習者、コーデ ィネータを参加者 とする学
びの共同体が形成 されることをねらいとしている。本論文では、以下 においてシステム ・プログラムの学
習者における効果 について検討す る。
W3bシ ス テ ム
膵 ノ'燃 ノ'働郵砺 、、∫震
礎灘磁薩瀟
灘 織1
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?
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図2自 己兜見支擾システムの全体構成図(予定図》
6.自己発見支援システムの評価
Webシステムを用いたワークショソプを開催 し、 自己発見に興味 を持つ女子大学生14名に本 システムを
活用 してもらい評価を行った。評価はプログラムの内容について理解度、有益であったかどうか、満足度
を5段階評価で行 った。また、上記の実施者 を含め、本プログラムを実施 した者26名に対 して 自由記述の
アンケー トを実施 し、その代表的な意見 も参考 としてまとめている。以下にその結果を示す。
〈5段階評価の結 果 〉
表2は 各ア ンケー ト項 目に対 し、五段階評価の平均 を示 している。(肯定意見ほ ど点数が高 くなるよう、
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それぞれの点数を1点 、2点 、3点 、4点 、5点 とし計算 した。)各段階の内容 に関する理解度 と、学習
者にとって有益であったか を評価 し、表2の 結果をグラフに した(表3)。 グラフは3点以上のデータを表
示 してお り、アンケー トの各項目の番号 と内容 について表示 している。
衰2評 価頃目とその平均
騨儒環臼 甲均 制 目 勒
エゴケラム(気づき) 長斎・鰯(樹 る)
1,1自己理 解度 443 41短所から長所入の発想理解 429
1.2有益であったか 436 42有益であったか 471
OKグラム《気づき) 7サ→'ヨン(行馳する》
ai自己理解度 414 5ほ正しい自己主張の理解 4刀0
2.2有益であったか 4.2952正しい自.己主張をしたい 4幻0
敦3有益であったか ㎝
イラシ雪ナルゼ り・一ウ・インジャンクション ㎜
儲える) a1馳bシステムの利用希望, 457
3.1歪んだ思;考に対する理解度 a79 a2ワークショップペの参加希望 4』翼
a2有益であったか 謝 、a3Webシステム満足度 479
a3歪んだ思考を無くしたい 4σ7 a4ワークショップ『黄足度 471
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五段階評価においては全体的 に肯定的な評価が得 られた。アンケー ト項 目6(6.1～6.4)の総合評価に
ついては、45点以上の結果が得 られ、Weリシステム、ワークショップ共に評価が高かった。 しか し、イ
ラシ ョナル ・ビリーフやアサーションは、比較的評価が低 くかった。
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〈 自由記述 の結果 〉
○ 以前と比べ て自分が変わったと思 うこ と
・自分にとってマイナス と考 えていたところをプラスに考えることがで きるようになった。
・周 りを気に しす ぎていることが分かったので、 もっと変われるような行動をしたい。
・前 よりも自分に自信が持 てるようになった。
・もっと自分 を知 りた くなった。
○ このような自分の探求に関す る学 びについて、あなたの感想や意見を下 さい
・普段の生活の中では、自分の探求などする機会がなかったので、この ような学びは、とて も大切 なも
のだ と思った。
・自分で 自分 と向きあうことが大切であることに気づいたので、 とて もうれ しい。
・普段 あまり意識 しない 自分 自身を見直す良い機会になった。 とても貴重な時間だった。
・考えさせられることがた くさんあ り、自分について一生分、本当の勉強を した気が した。
・みんなと仲良 くなれて、とても理想的な仲間になれたと思 う。
・入学 して きた時は学校 がいやだったけ ど、みんなと仲良 くなり、その ような感情が なくなった。
・遊び感覚で 自分のことを知ったり、人の意見 をいろいろ聞 くことがで きた りして よかった。
・様々なタイプの人がいることに気づ き、それぞれの良い ところを知ることができた。
・普段考えることのないことをゆっ くり考えることができた。
・これか らもこのような学びをやって欲 しい。
・ 「またや りたい」 と思 うようなワークショップだった。
・自己発見は興味があることなので面白かった
OWebシ ステムに対す る意見
・や り方が簡単で分か りやす く便利。
・もう少 し分か りやす く言葉を並べて欲 しい。
・進行 してい きやす く、分か りやすかった。
以上のアンケー トの結果及び、・ファシリテー タとして関わった筆者の 日頃の感想 も含め、それぞれの内
容 に対する参加者の反応は以下の ように考察できると思 う。
共に学んだ者 どうしが仲 間になり、 自己と他者が係わ りあ う中で自己を見つめ直す ことがおおむねでき
たと言える。 また、学校生活が楽 しくなり、生 き生 きと登校することへのきっかけとなった者 もいる。 こ
のような学びは、学生1にとってそれほ ど苦痛で はな く、生 き生 きと生活するため に役立ってお り、 また、
人と人とのネッ トワークづ くりに大い に貢献 していると感 じた。アンケー トからほとんどの学生が 自分 に
ついてよく知ることがで き、有意義な時間を過 ごせた と言える。
Webシステムに関 しては、全体的に高い肯定意見が得 られたが、 もう少 し分か りやす く表示するな どの
改善が必要である。Webシステムを利用することにより、自分を見つめなおそうとす る傾向 も見 られた。
自分の探求 に関する学 びについては、 自己 について改めて考える時間 をつ くることができ、自己に関する
学 びが大切 なものであることを知ることができたのではないか と推測 される。
イラショナル ・ビリーフやアサーシ ョンは、比較的評価が低 くかったことから、エクササイズの作成に
際 し今後理解度 を高め、学習者の実生活に即 した形で吸収で きるよう改善を必要 とするように思 う。
以前 と比べて自分が変わったか どうかについては、学習者が新 しい見方に気づ き、自信を持つことがで
きるようになるなど、健全な心 を取 り戻す きっかけになったのではないか と思 う。 自分 を知 りた くなった
という意見からは、今後 くり返 しシステムを用いる可能性が うかがわれる。
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7.ま とめ
自己発見支援システムに対するアンケー トによる評価 を行った結果、システムに対 して全体的に高い肯
定的評価が得 られ、自分 を見直 し、自己実現への動機 を高めるという当初の目的は、ほぼ達成 されている
と考えてよい と思 う。 しか し、システムを通 してのネッ トワークづ くりは実際にはこれか らということに
な り、それに対す る有効性はまだ確 かめ られていない。
本支援 システムには まだ多 くの課題が残っている。第一に、Webシステムを使いやすい ものに改善する
こと。第二に、ワークショップを多様化 し、創造性 、共感性、批判的思考力 など、これか らの時代 に求め
られる能力を開発で きるようにす ること。第三に、Webシステムとワークシ ョップをよ り充実 し、人と人
とのネ ットワークづ くりに有効 な支援 システムを提案することである。特に第三の課題 は大 きな目標であ
り、教育の現場 において この ような自己発見 に関す るシステムをより充実させることが重要である。
具体的には、Webシステムを用いた学 びをどのように評価す るか、評価方法 について も考 えてい く必
要がある。また本 システムの プログラムについては、現在の自己 を知るだけでな く、過去をふ りかえ りつ
つ、これからの自分のあ り方を考えてい くことも.考慮 してい きたい。こ.のような支援 は進路支援 にも役立
つだろう。
さらに、学生が大学で何 をしなければならないか、そ して よりよい学生生活 を送 るには どうすればよい
かといった支援 を導入教育において具体的に行 ってい くことが求められる中で、国や教育関係者が共同で
有効なプログラムの開発 を行 う必要があろう。大学は多種多様であ り、その学校に応 じた導入教育のプロ
グラムを開発すること、そ して学生が有意義 な大学生活を送れる よう、特にはじめのステ ップを支援する
ことは、後に続 くステップを進 んでい くためにも必要である。 このような導入教育の要請に対 して も、慮
えられるようなシステ ム開発 を目指 したい。本研究の支援 は、学 びの動機づけにも関係す るものであ り、
他の導入教育プログラム との連携をとりながら支援策を考えてい く必要がある。
【注 】
1)エ ゴ グ ラ ム とは 、 人 間 の心 の働 きであ る 自我 状 態 を親(Parent)・成 人(Adult)・子 ど も(Child)の3つに分 け 、 自
我 状 態 が 個 人 の心 の 中で どの よ うに働 い てい る か を調 べ る方 法 で あ る 。交 流 分 析 で は 、 こ の エ ゴ グ ラ ム を用 い
て性 格特 性 を分 析 す る。(杉 田1986、3-4頁)
2)OKグ ラ ム とは 、 ① 私はNOTOK、 他 人はOK、 ② 私 はOK、 他 人はNOTOK、 ③ 私 はNOTOK、他 人 もNOTOK、
④私 はOK、 他 人 もOKと い う4つの 基 本 的 構 え の うち1自 分 が どの心 の構 え を と って い るか 診 断 す る のがOKグ
ラ ムで あ る。 こ こで の 「OKであ る」 とは 、安 心 感 が あ る 、愛 され てい る、 い い 人間 だ 、 生 きて い る価 値 が あ
る、 正 しい 、 強 い 、楽 しい 、 美 しい な ど、 肯 定 的 な構 えの こ と を指 し、 「OKでない」 とは、 安 心 で きな い 、愛
され る に 値 しな い 、醜 い 、 弱 い 、子 ど も っぽ い 、無 知 で あ る、 意 地が 悪 い、 で きな い 、 バ カで あ る な ど、否 定
的 な構 え を指 す 。 第 四番 目の 基 本 的構 えが健 全 な心 の 構 え で あ り、 理想 的 な心 の構 えで あ る。 特 に 自己 実現 を
考 え る場 合 、第 四 番 目の健 全 な構 え を とる よ うに な る こ とが重 要 で あ る。(杉 田1986、6-8頁)
3>次 に論 理 療 法 、 禁 止 令 に つ い て説 明す る。 論 理 療 法(Rationa1-EmotiveTherapy)とは 、 感情 を外 界 の 受 け
取 り方 が 引 き起 こ した もの と考 え 、.その受 け取 り方 の 中 に、 ま と もな もの(rationalbelief)とそ うで な い もの
(irrationalbelief)があ る と考 えて い る 。後 者 の考 え方 に従 う と、 人 は事 実 に基 づ か な い こ と を信 じ込 み 、論 理
的 必 然性 の な い信 念 を も ち続 け る こ と にな る。 こ う した思 い 込 み は わ れ われ にス トレス や絶 望 を引 き起 こす こ
と にな る。(國 分1980、281-287頁〉(A.エ リ ス訳 書1981、127頁、293頁)
禁 止令 とは 、幼 児(2、3歳 か ら5、6歳 の 間)が 自分 の心 の 中 や周 囲 に起 きて い る こ と を 自分 な りに解 釈
し、 自分 な りの 決 断 をす る際 に 「人生 を、 この よ うに生 きて や ろ う」 と基 本 的 な パ タ ー ン を 自 ら決定 して しま
う こ とで あ る。幼 児 は 「両 親 か ら見 捨 て られ た ら大 変 だ」 とい う よ うな 肉体 的 ・精神 的 弱 み があ る状 況 の 中で 、
ス トレス を ど う扱 って よい か分 か らず 、 極 め て 限 られ た情 報 の も とで未 熟 な 思 考 力 を使 って 決 断 をす る こ と に
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なる。その決断が事実に即した適切なものである保証はなく、ある状況において自ら出た欲求を犠牲にし、環
境に適応するために誤った決断をすることになる。そして、そのような幼児決断に関連 し、親からさまざまな
禁止令(イ ンジャンクション)を受けることになる。幼児はまったく理不尽な理屈に合わない命令を受け、そ
の命令に従った生き方を決断する(人生脚本をつくる)ことがあるのである。(杉田1988、32-36頁)
4)以 下にス トロークについて説明する。S重ep.3で学ぶス トロークとは、次のように定義される。交流分析では、
人はス トローク(Stroke)つまり 「人と人とのふれあい」を求めて生きていると考えられている。例えば、.乳
幼児が母親から授乳され幸せそうに微笑む。これは両者のス トロークの交換であり、エリクソンの言う基本的
信頼関係は両者の双方的なス トロークのや り取 りの中で形成される。この関係の中で、愛あふれる幸せな人間
関係の基盤ができあが り、ス トロークのや り取 りは終生続 く。人は一般にプラスのストローク(相手が気持が
よいと感じるもの)を 求め、マイナスのストローク(相手が心や体の痛みとして感 じるもの)を避けると考え
られている。プラスのス トロークが与えられない場合、その人は認められる価値がないと評価してしまう。す
るとその人はやがて自分の人生は生きるに値しないと思い込むことになりかねない。このようにストロークは
人が生きてい くうえで重要なものである。(杉田1984、59-60頁;66-69頁)
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Dev610pment{mdEヤalnationof.aS.upportingSyste即
forSelfワ】)i㏄overyinAdOle㏄ence
KAGAWAJunko
Wi由thearrivalofnews㏄iety,suchasinfbmation30ciety,1i琵longleamings㏄iety,andintemational
s㏄iety,thereisagrowingneedtogropef6rvariouspossibilitiesofourIivesandself-establishment.Inth量snew
society,itisge面ngincreasinglyimportanuoknowandestablishyourSelf-identityinordertorediscoverand
improveyourself.However,thecurrenteducationsystemleavessomethingtobedesired.Especially,univer串itydays
areimportantpreparatoryperiodbeforesetting.odtforthenewsociety.Thereshouldbesupportedforsuch
preparanon・
Inordertoresolvethisissue,wemainlyfbcusedonsupportingstudentsinestablishingtheirself-identity
sothattheycanmeeuhenewde服mdinthefast-paceds㏄iety.WeconductedstudyonselLdiscoveryofuniマersity
-studentsd
uringtheirado[escence.Theoりjectiveofthisstudywastohelpstudentsbetterunderstaぬdthems弓lvesso
thatt聴eycanachievebetterqualityoflifb.Itisachievedthroughself」discoverihgtheirtrueneedsintheirlivesduring
theiradolescence,which.isacriticalperiodlntheirself-establishment」nordertomeetthisgoa1,weprovided
studentswithanlntercommunlcativeopportunityfbrtheself」discoveπyieamingandthendevelopedandevaluateda
web-basedse1Fdiscoverysupportingsystem.
